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AIチャットボット
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株式会社ジェイティップス様

このセミナーでは、Webマーケティングで成果を上げるための強力なツール、 

AIチャットボットに注目します。

 具体的には 

• AIチャットボットがWebマーケティングにおいて、なぜ効果的なのか？

その理由をわかりやすく解説します。

• すぐに使えるツール「DocsBotAI」を例に挙げ、具体的な活用方法を• ご紹

介します。 

このセミナーを通して、チャットボットの価値を深く理解し、皆様のWebマーケ
ティング戦略に役立てていただければ幸いです。

◆実はこの時のAIチャットボットについては、まったくわかりませんでした。

（ＡＩチャツトボットをご使用している会員様もいると思います）
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２０２４年１１月のユーザー会にて
『AIチャットボット活用で 加速するWEBマーケティング』
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・ＡＩチャツトボットとは、

・ＡＩチャツトボットの定義

ＡＩチャツトボットとは、人口知能技術を活用して人間との対話を自動化するプログラムです。

 自然言語処理（NLP）と機械学習の技術を基盤とし、ユーザーの入力を理解し適切な応答を生成。

 ・主な特徴
 24時間365日対応、多言語対応、自己学習機能、パーソナライズされた応答、多様なプラットフォ

 ームでの利用可能性を備えた、高度に適応可能な対話型インターフェース。

 ・活用分野
カスタマーサポート、マーケティング、ヘルプデスク、Eコマース、金融、旅行等、幅広い分

野で活用されています。業務効率化、顧客満足度向上、コスト先元に貢献。

・ＷｅｂサイトにＡＩチャツトボットを導入するメリット

・24時間365日の顧客対応

 ・業務効率化と人的コスト削減

 ・迅速な回答とユーザーの待ち時間短縮

 ・データの蓄積と活用

 ・集客とコンバージョン率の向上
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AIチャットボットとは？

AI型チャットボットは、必要な情報を学習させることで精度
の高い回答を生成するチャットボットです。 自然な対話でコ
ミュニケーションを取れるため、さまざまな回答パターンに
対して柔軟に対応できます。ただし、AIの回答は全て信頼で
きるとは限りません。学習レベルによっては、意図せずに間
違った回答を生成する可能性があります。

AIチャットボットとは、データやログを基に自己学習したAI

が質問に対して回答するプログラムです。ユーザーが自然言
語で質問した内容に対し、できるだけ的確な返答をします。
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『ＳＥＤＩＯホームページ刷新について』・・・２０２６年１１月ユーザー会
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『SEDIOホームページ刷新』後取組み
・ホームページのリニューアル後、2026年11月のユーザー会にて発表した通り、

AIチャットボットの試験実装を行ってまいりました。試験実装では、事務局への

過去のメールや電話での問合せ内容、ホームページタスクメンバーが収集した

必要な情報をもとに学習させてきました。

・今年４月より、 AIチャットボットの本格導入を始めました。

★『新規会員の拡大』

・資料のダウンロードや入会手続きなど、定型的な問合せへの自動対応

★『加盟企業の利便性向上』

・会員からのご意見を反映し、サービスの改善を図る

★『事務局の負担軽減』

・自己解決支援により、ユーザーが目的の回答に到達できるよう支援

・時間外対応の強化

事務局の工数軽減と業界標準化の促進
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『AIチャットボット』導入後の取組み
 □導入内容（新規契約ではなく、ジェイティップス様の既存環境を活用した形態）

 ・１年間限定での導入 ・月次レポート提供 ・追加学習QAの実装支援

 ・半期に一度の改善提案 ・月1回のQA監視を実施

（注）AIチャットボットの回答はすべてが信頼できるわけではありません。

学習レベルや状況によって、意図せず誤った回答を生成する可能性があります。

 □回答精度向上の取組み

 ・月次レポートを分析し、回答の正確性や「解決不可（例：“事務局へご連絡を

 お願い致します。”）」といった回答を把握し、これらの情報をもとに、

 メールや電話での問合せ内容と併せてFAQを学習させ、FAQの充実を図ります。

 

 

◎データの蓄積 ⇒ 解析 ⇒ FAQ蓄積 ⇒ 学習 ⇒ 活用
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• AIチャットボットの「実装して採算が合う最低利用件数」は、目的によってかなり変わります。

 ただ、企業導入の実感値としては、以下が一つの目安です。

・ 一般的な最低ラインの目安

用途 月間問い合わせ件数の目安 AI化の効果

社内FAQ 300〜500件以上 効率化が見え始める

カスタマーサポート 1,000件以上 人件費削減効果が出やすい

EC・通販 2,000件以上 24時間対応メリット大

BtoB営業支援 100〜300件でも有効 商談化率向上目的

 ・ 電話・メール対応コスト

例えば：1件5分 月1,000件 時給2,000円なら、

5,000分＝83時間 → 月16〜20万円相当

• AI導入費より安くなるなら投資価値があります。
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